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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の普及等により経

済活動の再開や正常化への期待、各国の金融緩和策等から回復の兆しがみられるものの、地政学リスクや新たな変

異ウイルスの再拡大に伴う景気下振れ懸念、金融資本市場の変動リスク等、先行き不透明な状況が続いておりま

す。

　このような経済状況のもと、当社グループ(当社及び連結子会社)は、貴金属市況において、金価格は、新型コロ

ナウイルス感染症や地政学リスク、原油価格や先進国の物価上昇等の影響から総じて上昇基調で推移いたしまし

た。プラチナ・パラジウム価格は、中国での排ガス触媒への充填量増加や各国の地球環境問題の取り組みから需要

増加が見込まれたものの、半導体の供給不足による自動車生産台数の低迷及び電気自動車の台頭による需要減少懸

念から総じて下落基調で推移いたしました。業績については、金・白金族の集荷量や宝飾品の販売が底堅く推移し

たことから概ね堅調に推移いたしました。不動産市況においては、住宅ローン減税や低金利の継続等、住宅購買環

境は良好であるものの、地価高止まりによる仕入価格の高騰、不動産賃貸業界においてはリモートワーク等の拡大

を背景にオフィス規模縮小や撤退により空室率の増加が懸念される等、先行き不透明な状況の中、業績は改善傾向

で推移いたしました。機械市況においては、部品・部材不足から納期の正常化に不透明感があるものの、中小事業

者向けの補助金や自動車、半導体関連等の受注増加から内外需ともに回復基調であったことから業績は改善傾向で

推移いたしました。コンテンツ事業においては、コロナ禍による物販イベントの規模縮小があったものの、ECサイ

トでの販売や人気タイトルのグッズ販売が好調であったことから、業績は好調に推移いたしました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は34,443,101千円（前年同四半期29,505,123千円　

16.7％増）、営業損益は415,317千円の利益（前年同四半期113,740千円の利益）、経常損益は355,973千円の利益

（前年同四半期73,819千円の利益）、親会社株主に帰属する四半期純損益は343,675千円の利益（前年同四半期

55,890千円の利益）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,298千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益も同額増加しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四

半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

　貴金属事業におきましては、売上高は30,856,149千円（前年同四半期27,189,133千円）、営業損益は295,029千

円の利益（前年同四半期240,440千円の利益）となりました。

　不動産事業におきましては、売上高は589,416千円（前年同四半期146,519千円）、営業損益は35,341千円の利益

（前年同四半期35,833千円の損失）となりました。

　機械事業におきましては、売上高は676,965千円（前年同四半期559,055千円）、営業損益は14,061千円の利益

（前年同四半期45,083千円の損失）となりました。

　コンテンツ事業におきましては、売上高は2,285,981千円（前年同四半期1,594,627千円）、営業損益は374,762

千円の利益（前年同四半期258,246千円の利益）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期末における総資産の残高は、前連結会計年度末より341,161千円増加し、8,609,725千円となりまし

た。

　流動資産の残高は、前連結会計年度末より244,660千円増加し、6,178,384千円となりました。

　増加の主なものは、商品及び製品の増加（1,059,730千円から1,468,754千円へ409,023千円の増加）及び原料及

び貯蔵品の増加（26,578千円から248,522千円へ221,943千円の増加）であります。

　減少の主なものは、現金及び預金の減少（3,958,425千円から3,440,272千円へ518,153千円の減少）でありま

す。

　固定資産の残高は、前連結会計年度末より96,500千円増加し、2,431,340千円となりました。

　流動負債の残高は、前連結会計年度末より101,411千円増加し、1,375,528千円となりました。

　増加の主なものは買掛金の増加（190,688千円から356,288千円へ165,600千円の増加）であります。

　固定負債の残高は、前連結会計年度末より56,819千円減少し、369,358千円となりました。

　純資産の残高は、前連結会計年度末より296,568千円増加し、6,864,837千円となりました。

　増加の主なものは、利益剰余金の増加（350,752千円から697,287千円へ346,535千円の増加）であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2021年８月11日に公表いたしました連結業績予想から変更はありません。今後の業績動向を踏まえ、業績予想の

修正が必要となった場合は速やかに公表いたします。

- 2 -

中外鉱業㈱ （1491）2022年3月期　第3四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,958,425 3,440,272

売掛金 418,430 388,095

商品及び製品 1,059,730 1,468,754

仕掛品 395,151 462,205

原材料及び貯蔵品 26,578 248,522

仕掛不動産 13,167 54,039

預け金 229 194

その他 102,080 156,369

貸倒引当金 △40,068 △40,068

流動資産合計 5,933,724 6,178,384

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,170,820 1,200,350

減価償却累計額 △662,642 △695,960

建物及び構築物（純額） 508,177 504,390

機械装置及び運搬具 525,475 527,780

減価償却累計額 △467,149 △472,840

機械装置及び運搬具（純額） 58,326 54,940

土地 1,472,391 1,472,391

その他 149,990 149,990

減価償却累計額 △110,262 △116,442

その他（純額） 39,728 33,548

有形固定資産合計 2,078,623 2,065,270

無形固定資産

コンテンツ資産 10,840 －

その他 12,996 17,960

無形固定資産合計 23,836 17,960

投資その他の資産

投資有価証券 100,071 100,071

出資金 10,105 121,085

長期未収入金 400,915 400,915

敷金及び保証金 116,383 121,890

その他 5,819 5,063

貸倒引当金 △400,915 △400,915

投資その他の資産合計 232,379 348,110

固定資産合計 2,334,839 2,431,340

資産合計 8,268,563 8,609,725

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 190,688 356,288

短期借入金 600,000 600,000

関係会社短期借入金 50,000 50,000

１年内返済予定の長期借入金 64,286 68,206

未払金 33,612 22,937

未払法人税等 54,259 40,456

ポイント引当金 3,600 －

契約負債 － 3,415

その他 277,670 234,223

流動負債合計 1,274,117 1,375,528

固定負債

長期借入金 170,415 122,312

金属鉱業等鉱害防止引当金 3,953 3,953

預り敷金保証金 12,695 9,495

繰延税金負債 10,619 8,806

資産除去債務 207,455 207,455

その他 21,040 17,336

固定負債合計 426,177 369,358

負債合計 1,700,295 1,744,887

純資産の部

株主資本

資本金 6,248,926 6,248,926

利益剰余金 350,752 697,287

自己株式 △31,344 △81,376

株主資本合計 6,568,334 6,864,837

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △65 －

その他の包括利益累計額合計 △65 －

純資産合計 6,568,268 6,864,837

負債純資産合計 8,268,563 8,609,725
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 29,505,123 34,443,101

売上原価 28,317,678 32,742,693

売上総利益 1,187,445 1,700,407

販売費及び一般管理費 1,073,704 1,285,090

営業利益 113,740 415,317

営業外収益

受取利息及び配当金 3,521 14

国庫補助金収入 8,392 8,947

保険金収入 720 343

その他 4,373 3,103

営業外収益合計 17,006 12,408

営業外費用

支払利息 5,079 6,100

休山管理費 47,011 56,472

その他 4,837 9,179

営業外費用合計 56,928 71,752

経常利益 73,819 355,973

特別利益

固定資産売却益 － 593

補助金収入 7,655 －

特別利益合計 7,655 593

特別損失

固定資産除却損 0 4,451

操業休止関連費用 5,134 －

特別損失合計 5,134 4,451

税金等調整前四半期純利益 76,340 352,115

法人税、住民税及び事業税 21,449 10,253

法人税等調整額 △999 △1,813

法人税等合計 20,449 8,440

四半期純利益 55,890 343,675

親会社株主に帰属する四半期純利益 55,890 343,675

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 55,890 343,675

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △117 －

その他の包括利益合計 △117 －

四半期包括利益 55,773 343,675

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 55,773 343,675

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、コン

テンツ事業の自社運営ECサイトで導入しているポイント制度において、従来は、会員に付与したポイントの利用に

よる費用負担に備えるため、将来利用見込額を引当金として計上する方法によっておりましたが、付与したポイン

トを履行義務として識別し、取引価格から将来顧客により行使されると見込まれる金額を控除し収益を認識する方

法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,298千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益は同額増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は314千円増加しております。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

による組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年

３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱に従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる

収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。これによる四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。

（追加情報）

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期を含む仮定について重要な

変更はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２貴金属事業 不動産事業 機械事業
コンテンツ

事業

売上高

（1）外部顧客への売

上高
27,189,133 135,472 556,715 1,594,627 29,174 29,505,123 －

（2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ 11,047 2,340 － － 13,387 △13,387

計 27,189,133 146,519 559,055 1,594,627 29,174 29,518,511 △13,387

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
240,440 △35,833 △45,083 258,246 △28,892 388,877 △275,136

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

売上高

（1）外部顧客への売

上高
29,505,123

（2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－

計 29,505,123

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
113,740

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、投資事業、太陽光発電による売電収

入、不動産賃貸収入及びインターネットカフェ事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△275,136千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用
△275,136千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２貴金属事業 不動産事業 機械事業
コンテンツ

事業

売上高

（1）外部顧客への売

上高
30,856,149 578,368 676,012 2,285,981 46,589 34,443,101 －

（2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ 11,047 952 － － 12,000 △12,000

計 30,856,149 589,416 676,965 2,285,981 46,589 34,455,101 △12,000

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
295,029 35,341 14,061 374,762 △15,790 703,403 △288,085

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

売上高

（1）外部顧客への売

上高
34,443,101

（2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－

計 34,443,101

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
415,317

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、投資事業、太陽光発電による売電収

入、不動産賃貸収入及びインターネットカフェ事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△288,085千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用
△288,085千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの変更）

　第１四半期連結会計期間から、「投資事業」について量的な重要性が乏しくなったため、報告セグメントから「そ

の他」として記載する方法に変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基づ

き作成したものを開示しております。

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。当該

変更により、従来の方法に比べて当第３四半期連結累計期間のコンテンツ事業の売上高が1,298千円増加しており

ます。
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